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公益財団法人　東京YMCAにほんご学院　2022年度自己点検・評価

5：達成している　4：ほぼ達成している　3：どちらともいえない　2：取組を検討中　1：改善が必要

１．教育の理念・目標等

 1　学校の理念・目標や育成する人材像は明確に定められているか

 2　学校の理念・目標や育成する人材像は社会のニーズに合致しているか

 3　学校の理念・目標は全教職員に周知されているか

本校は、東京YMCAの使命である「青少年の精神、知性、身体の全人格的成長を願い、地域社会に奉仕し、公平で平和な世

界をつくるための運動を展開する」に沿い、日本語の学習のみならず、東京YMCAのサポーターや系列の専門学校の学生と

の交流を通して、日本文化や習慣の理解を深めている。また様々な国籍や世代と共に生きるグローバル社会の実現に寄与す

る人材を育成している。年2回の全体教職員会では学校理念と教育目標の理解と再認識を徹底している。

２．学校運営

 1　日本語教育機関の告示基準に適合しているか

 2　学校の理念や目標に沿った運営方針が策定されているか

 3　組織運営や意思決定システムは整備されているか

 4　人事や給与、財務管理に関する規定は整備されているか

 5　危機管理体制は整備されているか

 6　情報システム等による業務の効率化は行っているか

告示基準については、校長を主担当とし、定期的に確認作業と精査を実行。危機管理体制、人事労務・財務に関しては、財

団法人の規約に従い整備し、ICT化を進め業務の効率化を推進している。

４．学修成果

 1　入学から修了、卒業までの学習成績を記録し、適切に管理しているか

 2　学生の理解度、到達度の測定と評価を適切に行っているか

３．教育活動

 1　教育理念に沿った教育カリキュラムは体系的に編成されているか

 2　成績評価や進級、卒業の判定基準は明確で適切に運用されているか

 3　教員の指導力向上のための取り組みは行っているか

 4　教育カリキュラムの改善のための取り組みは行われているか

本校の教育理念・目標に沿って初級・中級・上級レベルのカリキュラムを設定。各レベルはCEFR準拠としている。定期的

にクラスミーティング、研修会、全体講師会を行い、学生の習熟度と到達目標をすべての職員で共有、学生に最適なカリ

キュラムづくりを一丸となって行っている。
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学生の学習成績やEJU・JLPTの試験結果をデータ化、授業カリキュラム作成の際は、学生の弱点の傾向を試験対策に反映。

また校内模擬試験を行うことによって合格率を上げている。進路指導では、外部からキャリアガイダンス講師を招き、自身

でキャリアプランニングを立て、自発的に進学や就職活動に学生が取り組む姿勢を大切にしている。SNSや学校の掲示板で

卒業生のコメントを在校生に紹介することによって、自分のキャリアパスを見つける手助けをしている。

入学時・長期休暇期間前の学内オリエンテーションでは、近隣警察署の協力のもと、各言語の通訳・翻訳文書を通じて、生

活上・防犯上の注意説明と指導を行い、安全な留学生活を送れるよう心がけている。毎年２回の避難訓練では災害に対する

心構えを伝え、危機管理の意識につなげている。異なる環境下においても健やかな留学生活を過ごせるよう、病院等での受

診サポート体制を整え、定期的に健康診断を行っている。

学校周辺には、図書館や区役所があり、駅からのアクセスも近い便利な立地で、学内では快適な学習環境を提供している。

また東京YMCA系列の専門学校と交流をし、同世代と日本語を話す機会を設けている。さらに東京YMCAのサポーターであ

るワイズメンズクラブとの交流も盛んで、夏祭りなどのイベントの主催者側を経験できる。カリキュラムはアウトプット重

視で、学んだ日本語を学校外でも活かせるように努めている。

担当者は海外の募集地域に赴き対面で学校説明会を行っている。またオンラインによる学校説明会・相談会を開催。入学前

の手続きの流れや学費について明朗かつ丁寧に情報を伝えている。入学選考に関しても、入学希望者とオンライン面談も実

施している。

 4　卒業後の進路を把握しているか

５．生徒支援

 1　学習や生活等の相談に対する支援体制は整備されているか

 2　日本社会を理解し適応するための指導を行っているか

 3　防災や緊急時における避難体制が整備されているか

 4　入管法上の留意点の指導や犯罪に係る防止教育は行っているか

６．教育環境

 1　施設・設備が安全、適切に整備されているか

 2　使用教材は適切であるか

７．入学者の募集

 1　入学者の募集活動、入学選考は適切に行っているか

 3　進路が決定するまでの指導は適切に行っているか

 2　入学金、授業料その他の納付金は適切であるか

 3　募集活動において、学校情報を正しく伝えているか
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１０．地域貢献・社会貢献

 1　学生へボランティア活動の推奨、支援を行っているか

 2　学校の資源・施設を活用した地域貢献・社会貢献を行っているか

「楽しんで活動するポジティブネットワーク」をキーワードに毎月様々な東京YMCAグループ主催のボランティア活動を学

生に提供。学校近隣エリアの清掃活動等といった地域活動から、国際協力募金などのグローバルな活動、青少年のキャンプ

リーダーとして野外活動を行うボランティアまで幅広く経験できる。社会意識の向上、社会問題やニーズに関心を持つきっ

かけづくりとなっている。また、「にほんごボランティア養成講座」を開講し、地域の日本語教育の発展に貢献している。

８．財務

 1　中長期的な財政基盤は安定しているか

 2　予算・収支計画は妥当であるか

 3　関係各省庁への報告、届出を行っているか

 4　自己点検・評価を公開しているか

財団法人の中長期計画に従い、安定的な財政基盤を継続。予算は、評議会・理事会で承認され、計画に沿って執行されてい

る。定期的な会計監査を受けている。

法務省の法令や設置基準を満たし、関係各省庁への定期報告を遵守。東京YMCAでは組織全体で個人情報管理台帳を作成

し、各部署適切に管理されているか定期点検がなされている。学校内では個人情報保護マニュアルを作成し、教職員による

適切な個人情報の取り扱いを推し進めている。自己点検・評価についてはHP上で公開。

 3　会計監査が適切に行われているか

９．法令遵守

 1　各種法令等を遵守し、適切な運営がされているか

 2　個人情報保護の取り組みは行われているか


